
新
規

継
続

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

・生活支援コーディネーターと協力し、幅広いグループや職種、年代の方に、認知症サポーター養成講座への参
加に興味・関心を持ってもらうよう働きかける。また、主体的にスタッフとして活動に参加できる人材を育成する。

・地域づくり連絡会などで地区別計画の振り返りを行う。

・地域ケア会議では、個別ケースの会議を積み重ねることにより地域課題を抽出し、包括レベルの会議開催をめ
ざしていく。

・ホームページやSNSなどのオンラインも活用しながら、ケアプラザの周知に努める。

□ 区からのコメント

令和５年度 日野南地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
　地域では引き続きコロナ感染症対策を取りながら、継続、再開されたイベントなどの活動が多く見受けられようになった。
コロナ禍で外出の機会や人との交流が減っていたため、これらのイベント等は地域の方々から喜ばれ、多くの参加者があ
り、健康維持、活動意欲の向上に寄与している。引き続き、地域と連携して活動を支援していきたい。
　相談については、日野地区、日野南地区とも、本人支援だけでなく家族まで視野に入れた支援が必要なケースが多く、
さらに重篤化する前の早期発見、相談も望まれるところ。専門職や地域の方々との連携はますます重要となっている。介
護保険サービスの隙間を埋める既存の活動や集いの場等を続けていけるよう、ケアプラザ内の各専門職が情報収集を行
い、インフォーマルサービスを支援に活かしながら地域との連携を深めることが不可欠である。
　地域活動を担ってきた方々の高齢化や高齢者の就業増加等によって活動の担い手確保が課題となり、様々な世代が負
担感なく活動を担えるようにする必要がある。地域でもこの認識に立ち、検討が始まり、その動きも出つつある。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・支援記録、アセスメントシートから読み取れた情報や各職種が把握する情報をアセスメント会議で共有し、計画
的に課題の整理、分析を行う。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

・地域ケア会議等を通して、個別課題から地域課題
の把握に繋げるよう努める。
・生活支援コーディネーターや地域活動コーディネー
ターと情報共有・協力体制を築き、介護予防の取り組
みを進める。

【その他料金】

居宅介護支援事業

・サービス向上のためにアセスメントやモニタリングを
適切に行い、利用者のニーズに寄り添ったプラン作
成を行う。
・事業所内連携及び外部のサービス事業所等との連
携及び強化に努める。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和５年度日野南地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・身近な相談機関としてまずは相談を受け止め、必
要に応じ適正な機関につなげる。
・本人主体、本人（場合によって家族）の意向を尊重
し、ハートページ等を活用して広く情報を提供し、適
切な事業所の選択・提供に努める。
・施設利用は規約に則って提供する。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・危機管理委員会を毎月１回開催し、事故防止、防
災、防犯に努める。
・ヒヤリハットを挙げるよう努めて、事故・ミスを防止す
る。
・引き続き、新型コロナ感染防止に努める。
・五職種会議、事業連絡会議等を活用して職員間の
情報共有、意見交換の場とし、風通しの良い職場環
境を目指す。
・危機管理マニュアルの共有、個人情報保護、衛生
管理、人権（虐待防止）、AED／救命救急等の内部研
修を行う。

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

常勤職員（兼務）：3名
非常勤職員：2名（プランナー）

常勤職員：2名（内1名管理者兼務）
非常勤職員：1名



実施
体制

職員
体制

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

21,289,363 21,289,363 21,289,363 横浜市より

550,000 550,000 550,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

21,839,363 0 21,839,363 0 21,839,363

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

14,069,363 0 14,069,363 0 14,069,363

9,554,363 9,554,363 9,554,363

1,408,000 1,408,000 1,408,000

2,782,000 2,782,000 2,782,000

20,000 20,000 20,000

0 0

305,000 305,000 305,000

0 0

2,218,000 0 2,218,000 0 2,218,000

5,000 5,000 5,000

331,000 331,000 331,000

10,000 10,000 10,000

0 0 0

240,000 240,000 240,000

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

95,000 95,000 95,000

10,000 10,000 10,000

11,000 11,000 11,000

500,000 500,000 500,000

0 0 0

0 0 0

1,016,000 1,016,000 1,016,000

700,000 0 700,000 0 700,000

0 0

700,000 700,000 700,000

0 0

4,378,000 0 4,378,000 0 4,378,000

2,621,000 2,621,000 2,621,000

863,000 863,000 863,000

96,000 96,000 96,000

748,000 0 748,000 0 748,000

空調衛⽣設備保守 217,000 217,000 217,000

消防設備保守 49,000 49,000 49,000

電気設備保守 13,000 13,000 13,000

害⾍駆除清掃保守 26,000 26,000 26,000

駐⾞場設備保全費 25,000 25,000 25,000

その他保全費 418,000 418,000 418,000

0 0

50,000 50,000 50,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

21,839,363 0 21,839,363 0 21,839,363

0 0 0 0 0

550,000 0 550,000 0 550,000

700,000 0 700,000 0 700,000

△ 150,000 0 △ 150,000 0 △ 150,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和５年度　「横浜市日野南地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,602,689 25,602,689 25,602,689 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 横浜市より
5,871,320 5,871,320 5,871,320 横浜市より
427,000 427,000 427,000

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

32,055,009 0 32,055,009 0 32,055,009

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,851,009 0 27,851,009 0 27,851,009
15,615,009 15,615,009 15,615,009
3,585,000 3,585,000 3,585,000
7,974,000 7,974,000 7,974,000

20,000 20,000 20,000
0 0

657,000 657,000 657,000
0 0

1,922,000 0 1,922,000 0 1,922,000
0 0 0

150,000 150,000 150,000
0 0 0
0 0 0

133,000 133,000 133,000
0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0

97,000 97,000 97,000
50,000 50,000 50,000
31,000 31,000 31,000

957,000 957,000 957,000
100,000 100,000 100,000

0 0
404,000 404,000 404,000
934,000 0 934,000 0 934,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
154,000 154,000 154,000

0 0
50,000 50,000 50,000

0 0
1,222,000 0 1,222,000 0 1,222,000

777,000 777,000 777,000
229,000 229,000 229,000
25,000 25,000 25,000

178,000 0 178,000 0 178,000
空調衛⽣設備保守 58,000 58,000 58,000
消防設備保守 13,000 13,000 13,000
電気設備保守 4,000 4,000 4,000
害⾍駆除清掃保守 7,000 7,000 7,000
駐⾞場設備保全費 7,000 7,000 7,000
その他保全費 89,000 89,000 89,000

0 0

13,000 13,000 13,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

32,055,009 0 32,055,009 0 32,055,009
0 0 0 0 0

427,000 0 427,000 0 427,000
304,000 0 304,000 0 304,000

123,000 0 123,000 0 123,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和５年度　「横浜市日野南地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税



Ｒ５年４月１日～　Ｒ６年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

6,771 6,771 5,888 5,888 12,600 12,600 0 0

0 0 0 0 0 0 1,920 0 1,920 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

受託事業収入 0 0 1,920 1,920 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

6,771 0 6,771 5,888 0 5,888 14,520 0 14,520 0 0 0 0 0 0

0 0 16,445 16,445 0 0

0 0 612 612 0 0

0 0 148 148 0 0

0 0 531 531 0 0

3,771 3,771 3,488 0 3,488 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 3,771 3,771 3,488 3,488 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

3,771 0 3,771 3,488 0 3,488 17,736 0 17,736 0 0 0 0 0 0

3,000 0 3,000 2,400 0 2,400 -3,216 0 -3,216 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令５年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

施設名：横浜市日野南地域ケアプラザ
この事業区分により難い場合は、列の追加や統



日野南地域ケアプラザ　

1
うたごえサロン
「つばさ会」

平成
22年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域の方々が一緒に歌ったり、交流できる
場を提供することにより、閉じこもりになり
がちな高齢者にとって外出できる場として
もらう。若い世代には古くから歌い継がれ
てきた曲を知るきっかけとしてもらう。

１：高齢者 5

毎月第1木曜日　 年12回予定
9:30～11:00
講師：臼居 基、則子氏
（内容）
・椅子に座ってできる体操
・ピアノの伴奏に合わせて歌う

2
うたごえサロン
「日野南ハーモニー」

平成
24年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

閉じこもりになりがちな高齢者にとって外
出ができ、交流が図れる場としてもらう。
イベントや近隣施設での発表などのボラン
ティア活動を体験し、生きがいを感じてもら
う。

１：高齢者 5

毎月第4月曜日 13:30～15:00　年12回予
定
講師：臼居　基、則子氏
（内容）
・ピアノの伴奏に合わせて２部合唱
・まつりや近隣施設で披露する

3 ハッピーうたの会
平成
29年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域の方々がフォークソングを中心に懐か
しい歌を歌って心身の健康と交流を図り、
閉じこもりになりがちな高齢者の外出の機
会としてもらう。 １：高齢者 5

毎月第2木曜日 　年12回予定
13:30～15：00
講師：奥山敏美氏
（内容）
・ピアノやギターの伴奏に合わせて歌う
・先生の演奏を楽しむ

4
折り紙サークル
あいの会

令和
2年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

外出機会の少ない高齢者の集いの場とし
て手指を使った作業、仲間との交流を通じ
た介護予防。また、地域活動の担い手に
継続的な活動の機会を提供する。

１：高齢者 5

毎月第2金曜日10:00～12:00　年12回予定
講師：河野巳年子氏
（内容）
・地域のボランティアの協力で、折り紙、季
節の工作を楽しむ。

5
小学生ボランティアグループ
「港南ケアプラキッズ」

平成
26年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

気軽にできる活動を通して、小学生にボラ
ンティア・福祉保健活動に関心を持っても
らうきっかけとする。地域のボランティアに
サポーターとして活動を支援してもらうこと
で、世代間交流を図る。

４：子ども・青
少年

5

毎月第2日曜日　10:00～12:00　年12回
（内容）
・お楽しみ企画
・ボランティア活動　・畑作業

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和5年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

6
障がい者のための認知症予防
講座（スリーA）
「ロールケーキの会」

平成
27年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

障がいのある方の余暇支援。外出・交流
の機会とすると共に、介護予防を図る。
活動を披露することで、やりがい、自信に
つなげる。 ２：障害児・

者
5

毎月第1土曜日　10:00～12:00　年12回
共催：港南区自立支援協議会
協力：かたつむりの会
（内容）
・認知症予防講座「スリーＡ」
・茶話会　・ゲーム

7 トマトクラブ
平成
26年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

畑作業や園芸を通して地域貢献、仲間づく
り、世代間交流を図る。

５：地域 １，２，３，４

毎月第2,4水曜日　10:00～12:00  他不定期

（内容）
・3階テラスの畑作業
・1階エントランスの花壇整備
・収穫物を活用した地域貢献（子どもや障
がい者を対象とした収穫体験など）

8 いずみの会
平成
26年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

自主講座の企画、情報交換などを通して、
主に定年後の男性のセカンドライフを充実
させ、地域での仲間づくりに取り組む自主
グループの活動支援。

１：高齢者 5

定例会／毎月第1金曜日　16:00～17:30
自主講座／土曜日午前中
（内容）
・定例会の開催
・講座の企画、運営

9 子育て広場
平成
21年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

子育て世代が交流できる場を提供すると
共にケアプラザを利用するきっかけとして
もらう。
また、子育て支援者が養育者の相談に乗
ることができる場としての利用。

３：養育者及
び乳幼児

2

毎週火曜日（除祝）10:00～11:30　年50回
（内容）
・横浜市が委託した子育て支援者が養育
者の相談に対応する
主催：港南区福祉保健センター

10 赤ちゃん教室
平成
22年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

子育て世代が交流できる場を提供すると
共にケアプラザを利用するきっかけとして
もらう。
日野南１～７丁目で初めての出産を控え
ている妊婦さん、第一子を出産した養育者
の育児相談及び親子の交流,不安解消が
できる場として提供。

３：養育者及
び乳幼児

２，５

毎月第4水曜日（2月を除く）10:00～11:30
年11回予定
（内容）
・育児に関する情報提供、相談
・参加者同士の交流
主催：港南区福祉保健センター
協力：日野・日野南地区保健活動推進員会



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

11
ケアプラであそぼう！
親子で“のびのび”タイム

令和
2年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

コロナ禍で外出機会の減った乳幼児親子
の孤立防止と、身近な相談場所としてケア
プラザや保育園の地域支援の機能を周知
する。また、参加者との会話を通じて子育
て世代のニーズ把握の機会とする。 ３：養育者及

び乳幼児
２，５

令和5年6月8日、9月14日、12月14日
令和5年3月14日（木）10:00～11:30
年4回予定
（内容）
・横浜市育児出前講座
・ふれあいあそび、リズムあそび
・おしゃべりタイム
共催：港南台第二保育園・白峰保育園

12 みなみ・夏・まつり・2023
平成
22年度

７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

身近な福祉保健活動の拠点、相談場所と
して日野南地域ケアプラザ・そよかぜ南の
家を地域の方々に知ってもらえるよう、開
所日に施設を開放。施設利用団体やボラ
ンティアの活動の場、障がいのある方との
交流の機会を提供する。

５：地域 １，２，３，４
令和5年7月30日、31日10：00-12：00
「みなみ・夏・まつり・2023！」開催予定。

13 テラスであそぼ！
令和
3年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

未就園児親子を対象に、水を使った遊び
や野菜の収穫などテラスでのびのびと遊
びながら、親子の触れ合いの大切さを学
ぶと共に地域での交流の場を提供する。

３：養育者及
び乳幼児

２，５

令和5年7月8月
10:00～11:30　　年2回
（内容）
保育園やボランティア保育士に見守りやふ
れあいあそびの協力により実施
・テラスでシャボン玉、水遊び、収穫体験
・室内でふれあいあそび
協力：赤い屋根保育園　他

14 秋のコンサート
平成
27年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

貸館利用団体や自主事業参加者の発表
の場を提供することでやりがいをもって活
動し、福祉保健活動へつなげる機会とす
る。

５：地域 １，２

令和5年10月26日（木）　13:30～15：00
（内容）
・自主事業参加者の活動発表と、音楽、舞
踊など貸館利用団体参加のコンサート
・新型コロナウイルスの状況によっては、
各団体の演奏の動画を一定期間配信する
方法も検討する



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

15
冬のぬくもり
みんなの作品展

令和
2年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

手作りを楽しまれている施設利用登録団
体、地域の方や南の家利用者の作品を披
露し、地域の方々に季節の作品を楽しん
でいただく。作品提供者のやりがいに繋げ
ると共に、ケアプラザのホームページ周知
の機会とする。

５：地域 １，２

令和4年12月～令和5年1月
（内容）
・手芸関係の施設利用登録団体や地域の
方、南の家利用者作品の写真を週替わり
でケアプラザホームページ上で紹介

16 親と子のクリスマスコンサート  平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

普段生の演奏に触れる機会の少ない乳幼
児と保護者を中心に、幅広い世代や障が
いのある方も一緒に音楽やクリスマスの雰
囲気を楽しんでもらう場を提供する。
民生委員や地区社協の活動を知ってもら
う機会とする。

３：養育者及
び乳幼児

１，２，５

令和5年11月～12月
演奏：未定
（内容）
・クリスマスコンサート
共催：日野地区民児協、地区社協
　　　日野南地区民児協、地区社協

17
キャンドルナイト
in港南台2023

平成
28年度

１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域のイベントに協力し、他団体との交
流、地域ニーズ把握の機会とする。また、
地域の方にイベントの周知、協力を呼びか
け、自分の暮らす街への愛着を感じるきっ
かけとする。

５：地域 ２，４

令和5年10月17:00～18:00
(内容)    ・イベントの周知と材料の回収
・地域の子ども達、障がい者日中活動支
援利用者等と卵キャンドル、ランタンづくり
・当日の設営と見守り
主催：キャンドルナイトin港南台2022実行
委員会

18
港南台子育て連絡会
七夕まつり

令和
2年度

１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

乳幼児親子に外出の機会を提供し、親子
の孤立を防ぎ仲間づくりのきっかけや身近
な相談場所の周知を進める。港南台、日
野、日野南地区の子育て支援に携わる
様々な機関が連携し、安心して子育てに
取り組め、子どもの健やかな育ちを見守る
まちづくりを目指す。

３：養育者及
び乳幼児

４

令和5年7月4日（火）～7月7日（金）
（内容）7月4日はバーズにて七夕まつりを
開催。ひまわり劇場・赤ちゃん相談コー
ナー・フォトスポットあり。事前に七夕飾り
キット配布。5～7日は短冊飾り。
主催：港南台子育て連絡会



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

19 スマホカフェ 令和4年度 ５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

スマホ操作基本のキとして基本を伝えてき
たが、個人的悩みを解消できる場の必要
性を感じ、カフェ方式で個別対応をして、ス
マホに慣れていただく。また他の参加者と
も交流を持ち、お互いに教え合えるような
関係性を築いていく場となることを目指
す。

５：地域 1

第2.4火曜日　13：30～15：00
（内容）
ボランティアさん中心に個別のスマホの悩
みに応対し解決していく。

20 きらきらライフ 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

高齢者のお一人暮らしの方が孤独感や悩
みごとなど一人で抱え込まないように包括
職員や地域の方々とつながりをもち、活き
活きと日常生活を送れるようにする。 １：高齢者 5

奇数月　13：30～15：00
講師：地域のボランティア、包括職員等
内容：各月テーマを決めて実施。
介護予防普及強化事業を含む

21
記憶の仕組みについて
～忘れることを恐れない～

令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

加齢とともに心配される記憶力について、
心理学の観点から記憶の仕組みと予防に
ついて理解する。 １：高齢者 5

令和5年11月10日　13：30～15：30
講師：横浜国立大学名誉教授
　　　　福田幸男先生
内容：心理学の観点からの記憶について
の講演会(忘れることを恐れない）

22 家族信託＆エンディングノート 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域に住む高齢者が自分の権利と財産を
適切に護ることができるよう、講演会を通
じて権利擁護の意識を醸成する。又、港南
区版エンディングノートの普及啓発をす
る。

１：高齢者 5
令和5年12月4日　13：30～15：00
講師：包括職員等
内容：エンディングノートの書き方講座等

23 安心の老後生活とその支え 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

地域に住む高齢者が自分の権利と財産を
適切に譲ることが出来るよう講演会を通じ
と権利擁護の意識を醸成する。 １：高齢者 5

令和5年7月17日　10：00～15：00
講師：市川事務所
　　　　司法書士　吉野絵美先生
内容：相続・遺言・後見の講演会、相談会

24 認知症の方の家族対応 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

認知症の家族を介護している方に、認知
症への理解を促し、よりよい対応ができる
ように講演会形式で学ぶ機会を提供する。
同じ悩みを抱える仲間と情報共有すること
で孤立感を解消することを目的とする。

１：高齢者 5

令和5年10月2日　14：00～16：00
講師：川崎幸クリニック
　　　　杉山孝博先生
内容：認知症の理解と支援に関する講演
会、相談会
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(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
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実施
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人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

25 有料老人ホームの選び方 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

在宅生活が困難になった時に、ご本人に
適した有料老人ホームが選べるように
様々な有料老人ホームの対応、金額等を
知る。

１：高齢者 5
令和5年9月11日　13：30～15：30
講師：株式会社ケアプロデュース
内容：入所施設と介護費用の講演会

26 シルバープランニング講座 平成26年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

「高齢になっても自分らしく住み慣れた地
域で暮らし続ける」ためのサービスや知っ
ておきたい情報を地域住民に提供すると
共に、住民の関心や困りごとの把握、地域
包括支援センターの役割周知の機会とす
る

１：高齢者 5

令和5年秋予定
会場：日野南コミュニティハウス研修室
講師：内容：未定
日野南地区社会福祉協議会主催

27 日野町内会福祉ネット勉強会 令和4年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

身近な相談先として地域包括支援セン
ターの役割と介護保険の基礎知識を知っ
てもらう。
また、要介護状態になっても在宅生活を継
続するために必要な在宅医療について学
ぶ。

１：高齢者 5

令和5年10月14日、11月11日(土）13:30～
15:30
会場：日野町内会館2階
講師：地域の事業所、医療機関
内容：介護保険と在宅医療の話
日野町内会主催

28 介護事業所連絡会 平成28年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

主に日野・日野南地区で活動している介
護保険事業所間で情報や課題を共有し、
地域とどのようにつながっていくか、地域
に何ができるか一緒に考えることができる
場を作る。

６：事業者 5

ミニ講座、グループワークを中心に事業所
同士の関係づくりを進めると共に、地域と
のつながりに発展させられる事業を展開し
ていく。
年4回実施予定。
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